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令和６年７月定例教育委員会議録 

１．日  時    令和６年７月３日（水）午後２時００分  

２．場  所    泉佐野市役所4階 庁議室 

３．出席委員   教育長                   奥 真弥  

         委 員                 谷口 朋 

委 員                  中村 スザンナ 

委 員                   山下 潤一郎 

委 員                  甚野 益子 

委 員                  石崎 貴朗 

 

４．説明のために出席した職員の職、氏名 

教育部長                       木下 隆 

教育部理事                             樫葉 浩司 

施設担当理事              中野 康 

日本遺産推進担当理事                  中岡 勝 

読書活動推進担当理事          大引 要一 

学校給食担当理事            田中 伸宏 

泉州国際マラソン担当理事        山路 功三 

教育総務課長                           鍵埜 和弘 

教育総務課教育総務担当参事            山本 建志 

教育総務課教職員担当参事         山岡 史賢 

学校教育課長               長田 龍介 

学校教育課学校指導担当参事        辻本 武司 

学校教育課人権教育担当参事       渡辺 健吾 

生涯学習課読書活動推進担当参事     細矢 祥代 

青少年課長                  洞   義浩 

スポーツ推進課泉州国際マラソン担当参事 池田 秀明 

（庶務係）教育総務課総務係長                   室  拓二 

 

5．本日の署名委員 委 員                                中村 スザンナ 
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議事日程 

   （報告事項）                     

報告第２１号   教育委員会後援申請について 

報告第２２号   教育委員会後援実施報告について 

報告第２３号   第４７回泉佐野郷土芸能の集いについて（生涯学習課） 

 

   （午後２時００分開会） 

 

奥教育長 

   ただ今から令和６年７月の定例教育委員会議を開催します。 

本日の傍聴はございません。 

本日は赤坂教育長職務代理者が欠席しておりますが、会議は成立しています。 

本日の会議録署名委員は中村委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

それでは、本日の審議に入ります前に、６月定例教育委員会議の会議録についてご確認をお願い

いたします。委員の皆様で何かお気づきの点がございましたら、お願いいたします。 

 

中村委員 

   会議録２ページ目の「私も参加させていただいておりました」の部分ですが、私は演者として参

加しておりませんので、表現を「私も鑑賞させていただいておりました」に変更してください。 

 

鍵埜教育総務課長 

   変更いたします。 

 

奥教育長 

他にございませんか。 

無いようでございますので、会議録の確認は終了させていただきます。恐れ入りますが、山下委

員は後ほど署名をお願いします。 

 

それでは本日の審議に入りたいと思います。 

はじめに報告第２１号「教育委員会後援申請について」を議題といたします。報告をお願いしま

す。 

 

鍵埜教育総務課長 

   教育長専決により教育委員会の後援名義使用を承認した事業について、報告資料２１に基づいて

説明。 

新規３件、継続７件、計１０件の事業内容について一括で報告。 

 

奥教育長 

   ただ今の報告について、ご意見ご質問がございましたらお願いします。 
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   無いようでございますので、以上で報告第２１号を終わります。 

   次に、報告第２２号「教育委員会後援実施報告について」を議題といたします。報告をお願いし

ます。 

 

鍵埜教育総務課長 

   報告第２２号「教育委員会後援実施報告について」ご説明いたします。 

報告資料２２「教育委員会後援実施報告一覧表」をご覧ください。 

報告件数は今回２件でこれらは以前に教育委員会で後援承認したものであり、実施報告というこ

とで、報告資料２２をもって報告にかえさせていただきます。 

 

奥教育長 

   ただ今の報告について、委員の皆様でご意見ご質問がございましたらお願いします。 

   

   無いようでございますので、以上で報告第２２号を終わります。 

   次に、報告第２３号「第４７回泉佐野郷土芸能の集いについて」を議題といたします。報告をお

願いします。 

 

大引読書活動推進担当理事 

   報告第２３号として、毎年共催のご依頼をいただいております「第４７回泉佐野郷土芸能の集い

について」、ご報告いたします。 

   資料６ページ目の「第４７回『泉佐野郷土芸能の集い』開催概要（案）」をご覧ください。 

   日時は令和６年９月７日（土）１８時から、２１時３０分終了予定となっております。 

   場所はあさひ賃貸 りんくうステージおよびりんくうアイスパーク芝生広場でございます。 

   主催は泉佐野郷土芸能の集い実行委員会でございます。 

   共催は泉佐野市と、泉佐野市教育委員会となります。 

   後援につきましては、公益財団法人大阪観光局、泉佐野市観光協会、南海電気鉄道株式会社、大

阪府となっております。 

   来場者数の見込みはイベント参加者を含めて３，０００人となっております。 

   同日開催といたしまして、全国物産フェアを泉佐野市の主催で開催いたします。イベントの時間

につきましては１４時から２１時、場所は泉佐野郷土芸能の集いと同じくあさひ賃貸 りんくうス

テージおよびりんくうアイスパーク芝生広場となっております。 

   その他としまして、泉佐野市と特産品相互取り扱い協定を締結している鹿児島県阿久根市の伝統

芸能を披露する予定となっております。阿久根市の伝統芸能ですが、泉佐野市における「佐野くど

き」のような、阿久根市伝統の踊りである「ハンヤ節」をご披露いただくという内容になっており

ます。 

   全国物産フェアにつきまして、詳細は交渉中ということで具体的には決まっていらっしゃらない

とのことですが、聞き取りでお伺いしたところによりますと、１４時から始まりますが、昨年が「仮

面ライダーギーツキャラクターショー」から始まりましたが、今年はキャラクターショーではなく、

出演団体さんに演目の出演交渉をされているとお聞きしております。 
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   郷土芸能の集いにつきましては、昨年と同様に１８時から「和太鼓とゆかいな仲間たち」、「南大

阪バトン泉佐野チーム」、「よさこい鳴子踊り」、「五社音頭」、「佐野踊り」、その間に阿久根市さんの

「ハンヤ節」が入りまして、そして最後に大抽選会という形になっております。 

   私もまた「五社音頭」「佐野踊り」を踊りに行きますので、奥教育長には毎年一緒に踊っていただ

いておりますが、皆様もよろしければご参加いただけますようよろしくお願いいたします。 

   報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

奥教育長 

   ただ今の報告について、委員の皆様でご意見ご質問がございましたらお願いします。 

   基本的な内容についての変更はありませんね。 

 

大引読書活動推進担当理事 

   変更ありません。 

 

奥教育長 

教育委員の皆様にも是非ご参加いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

山下委員 

   予算が増えている中で、増えている分の殆どは阿久根市招待委託料ということで、こちらからお

金をお支払いして招待させていただく形になるということですね。 

 

大引読書活動推進担当理事 

   阿久根市招待委託料ということで約３００万円が計上されていますが、その分が増えているのと、 

警備費も若干増加しております。その他諸々を含めて予算が増加しております。その中で主となる

のはおっしゃる通り、阿久根市招待委託料となります。 

 

奥教育長 

   阿久根市からは多くの方が来られるのですか。 

 

大引読書活動推進担当理事 

   お聞きしている内容では５０名を超える方々が来てくださるとお聞きしております。 

 

谷口委員 

   今回は阿久根市の方が来られますが、毎年このような形で泉佐野市と協定を締結している市町村

を招待しているのでしょうか。 

 

大引読書活動推進担当理事 

   継続性についてはお聞きしておりませんので、また確認いたします。 
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奥教育長 

   他にございませんか。 

   無いようでございますので、以上で報告第２３号を終わります。 

 

続きましてその他で何かございますか。 

                                          

中村委員 

前回開催されました６月定例教育委員会議におきまして、「２０２３年度書き損じ ハガキ回収プ

ログラム」の教育委員会後援実施報告について、地雷撤去にどれくらい貢献できたのかといった具

体的な数値や地雷撤去作業の様子の映像や画像といったものが、主催団体のホームページで子ども

達が確認できる状態で公開されているのか長田学校教育課長にご質問させていただきましたので、

結果報告をお願いいたします。 

 

長田学校教育課長 

   ホームページの方を確認させていただきましたが、全体的な数値については見受けられませんで

した。地雷撤去作業の様子につきましては、ある日の活動内容という形で作業の写真や地雷の撤去

数を載せた記事の掲載がございました。 

 

中村委員 

   わかりました。詳しい内容につきましてはまた日を改めて直接質問に伺います。 

 

奥教育長 

   この場においての回答としてはこれでよろしいでしょうか。 

 

中村委員 

   大丈夫です。 

 

奥教育長 

   他にございませんか。 

 

中村委員 

   前回甚野委員から質問のあった、特認校の制度をご利用されている児童数の推移について報告を

お願いします。 

 

長田学校教育課長 

   特認校への入・転学児童数につきまして、過去５カ年の推移についてご報告いたします。令和２

年度が１６名、令和 3 年度が１７名、令和４年度が１０名、令和５年度が６名、令和６年度が１７

名という推移になっております。 
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奥教育長 

   あまり急激に増えているということではないですね。 

 

長田学校教育課長 

   令和４年度と令和５年度は少し減少しております。ただ、要因等につきましては、はっきりとは

わからない状況です。 

 

甚野委員 

   ありがとうございます。 

 

奥教育長 

   他にございませんか。 

 

中村委員 

   ４年前のことになりますが、平成３１年度に小学校の教科書を採択した際の議事録を確認したと

ころ、私「中村委員」と審議会委員であった「中村絵里委員」の表記について注釈がついておりま

して、「中村委員」は「中村スザンナ教育委員」を表し、「中村絵里委員」は「中村絵里泉佐野市

立学校教科用図書選定審議会委員」を表すと記載がありました。実際の発言者を見ていくと、表記

がわかり辛かったので、私であれば「中村委員」、中村絵里委員であれば「中村審議会委員」と名

前の後ろに役職を記載していただければ、発言の度に遡って注釈の内容を確認する必要がなくなり

ますので、今後同様のことがあれば、是非発言者の表記を整理していただきたいと思います。 

 

鍵埜教育総務課長 

   整理いたします。 

 

奥教育長 

   他にございませんか。 

 

甚野委員 

   ６月は様々な小・中学校を学校訪問させていただきまして、小学校によって取り組みの方法が大

きく異なると感じました。大学生に協力してもらいながら授業を進めている学校もあれば、先生方

が一生懸命進めていらっしゃる学校もありました。また校舎の方も見て回りましたが、その中で第

二小学校の廊下側の窓枠に桟がないことが気になりまして、高学年になると、大きな窓枠の近くで

子ども同士がふざけ合っていたら、頭から転落してしまうおそれがあると思いまして、安全という

面では何かある前に対策を考えていただければと思います。 

 

奥教育長 

   安全基準に適合した上で校舎が建っていると思いますが、廊下側の窓以外の場所についても、見

ていると不安に感じる箇所があります。安全基準には適合しているのですよね。 
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中野施設担当理事 

   建築基準法において、手すりを１，１００ｍｍ以上の高さに設置することが定められております

が、学校に設置されている手すりは基準を満たしている状態になっておりまして、そこから上の部

分の窓についてのお話になりますので、見た目は不安に感じる形になっている箇所もあるとは思い

ますが、法律上は基準を満たしている状態になっております。 

 

甚野委員 

   ありがとうございます。法律上の基準を満たしているかもしれませんが、実際に現場を見ると不

安を感じる状態でしたのでお話しさせていただきました。 

 

奥教育長 

   他にございませんか。 

 

甚野委員 

   歴史館いずみさので開催されていた夏季特別展「葛飾北斎浮世絵 『富嶽三十六景』を愉しむ」

ですが、本日も知人とよかったよねという話をしておりまして、本物に触れるといいますか、やは

りこのような作品を泉佐野の方に導入していただけるというのは、裾野が広がって歴史館に通う人

が増えた、よい機会になったと感じました。 

 

中岡日本遺産推進担当理事 

   おかげさまをもちまして、５，５００人を少し超えるくらいの方々がいらっしゃいました。一年

間の集客数の凡そ８割にあたる数のお客様がいらっしゃいましたので、非常に効果があったと感じ

ています。大阪浮世絵美術館の方とまたお話をさせていただきますが、引き続き開催することを予

定しておりますので、またよろしくお願いいたします。 

 

奥教育長 

   他にございませんか。 

 

谷口委員 

夏休みの宿題についてですが、夏休みが近づいておりますので、公民館で行われる様々な催しや

図書館で行われる読書感想文のレクチャー会等、公共の施設からの案内を、ありがたいことに子ど

もが学校で受け取っております。その他にも夏休みの宿題の面倒をみるというビジネスもあり、需

要と供給がありますので、申し込まれる方もいらっしゃると思います。 

昨年私が夏休みの宿題について発言させていただいた際、保護者の方からすると面倒くさいと感

じる自由研究等も、学校側としては夏休みの間の親子の絆を深めたり、コミュニケーションを図っ

たりすることを意図して出しているものであるとご回答をいただいておりましたが、保護者の方が

仕事で子どもの宿題を見ることができず、コミュニケーションを充分にとることができないまま夏

休みが過ぎてしまうという家庭が一定数いらっしゃることから、現在学校から出されている夏休み

の宿題の内容が適切か疑問を持っております。私が小学生だった頃は、専業主婦をされていてご自
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宅で子ども達を見守ることができたお母様が多くいらっしゃいましたが、現在はシングルマザーや

シングルファーザー、共働きのご家庭が増えてきている等家庭環境が大きく変化しているにもかか

わらず、宿題の内容が全く変化していないという点についても私は疑問を感じております。泉佐野

市には調べる学習コンクールというものがありますが、そちらは出すかどうかは自由になっていま

す。そのように、夏休みの宿題がもっと自由で選択あるものになればよいと考えております。 

 

奥教育長 

   夏休みの宿題はかなり自由で選択できるものになってきていると思います。基本的な算数や国語

といったドリルのような宿題はあるかもしれませんが、その他の人権作品や読書感想文、作文コン

クール、お話しされていた調べる学習コンクールについてもそうですが、かなり自身で選択できる

ものになってきていると思いますが。 

 

谷口委員 

   「絵を描く」「書道をする」「自由研究をする」等の与えられた選択肢の中で２つを選択すると

いった形での選択になっています。自由研究をすることはドリルをすることと違って、特に低学年

では保護者の補助が必要と感じる中で、学校側は夏休みの宿題を出すにあたって親子の絆を深める

ことを意図していらっしゃいますが、全く意図していない現状になっているという点は学校も知っ

ておく必要があると思います。 

 

辻本学校教育課学校指導担当参事 

全国学力・学習状況調査の中に、家庭学習に対する教員の意識についての項目があり、しっかり

と意図を持った家庭学習の出し方をすることが呼びかけられています。 

今回、谷口委員からおっしゃっているのは夏休みの自由研究についてのことだと思いますが、家

庭学習は各学校において、子ども達に一番近いところにいる教員で考えて、子ども達にとって良い

ものを意図して出しているものだと考えております。先程、教育長がおっしゃったように、課題の

中にも、様々な選択できるものがあり、できるだけ家庭の状況も把握した上で出しているものだと

把握しております。 

私どもといたしましても、子ども達の状況をしっかりと把握し、また家庭の状況もしっかりと把

握した上で、意図を持った家庭学習の出し方をするように、また改めて学校に伝えてまいりたいと

考えております。 

 

奥教育長 

   長期休暇かどうかにかかわらず、家庭の学習については、子ども達に一律で同じような宿題を出

してよいのか、それとも個別最適化学習ということで、それぞれ個人によって能力や力の違いがあ

りますので、それに合わせて宿題を出すべきかという問題がありますが、どちらにしても自分に合

った方法で学習することが子ども達にとって一番良いと思います。発達段階によって異なりますの

で、小学校低学年の子ども達については、あくまで家庭での学習を習慣化することが大事だと思い

ます。しかし小学校高学年や中学生になれば、それぞれ子ども達自身が自分の勉強方法を確立して

いくことが、自立に向けて大事だと考えております。 
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   長期休暇中の学習課題につきましても、今後また議論を重ねて、学校とも話をしながら、また個

人に合わせたものができればよいと考えております。 

   また、このようなご意見は是非とも学校の方へもお伝えしていただいて結構ですので、よろしく

お願いいたします。 

   他にございませんか。 

 

甚野委員 

   夏休みが近づきまして、これから海外の友好都市への訪問がモンゴルをはじめ、中国、ベトナム、

オーストラリアと続きます。先日、中国で日本人学校のバスが襲撃された事件がありましたが、そ

のニュースが報道されてから、中国を訪問する予定の子ども達の中で、訪問を取り止めた方はいら

っしゃるのでしょうか。 

 

奥教育長 

   中国へ向かう予定の子ども達はどういった方々でしたでしょうか。 

 

洞青少年課長 

   事件についてはもちろん把握しておりますが、中国行きを取り止めた方がいるとはお聞きしてお

りませんので、後ほど自治振興課に確認いたします。現在のところ、泉佐野緑の少年団、ジュニア

リーダー、関西航空少年団、及び事務局を合わせて総勢４８名が訪問する予定となっております。 

 

奥教育長 

   訪問するにあたって安全に子ども達を連れて行くことは当然のことになりますので、事件があっ

たからといって訪問を中止することはありませんね。 

 

洞青少年課長 

   中止となる話は聞いておりませんが、事前説明会が７月７日にございますので、その場において

もし参加を取り止める等の話があればご報告いたします。 

 

甚野委員 

   私自身も訪問するにあたって不安を感じています。現地で何かあった際、迅速に対応することが

可能な体制ができているのでしょうか。子ども達を連れて行くにあたって、安全を確保し、全員を

無事に返す責任がありますが、本当に対策が万全なのか不安に思っていますので、お尋ねしたいと

思います。 

 

洞青少年課長 

   中国から本市に駐在している職員の趙 鑒が同行し、またガイドとして現地の方が 3 名つきまし

て、この形で子ども達をしっかり守っていこうということで自治振興課と打ち合わせをしていると

ころでございます。 
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甚野委員 

   私自身も何度か中国を訪れたことがありますが、通訳の方の中には日本語に堪能である人もあれ

ば、片言の日本語しか話せない方もいらっしゃいました。現地でガイドとして同行される３名の方

は、日本人に同行するにあたって、問題なく同行できるよう選定された通訳の方なのか、それとも

日本語がわかるだけの通訳の方なのか、その辺りもご確認のほどよろしくお願いいたします。大事

な命を預かりますので、責任があると思います。 

 

洞青少年課長 

   ７月７日の説明会にて、本日甚野委員からいただきましたご意見も含め、充分に話をさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 

奥教育長 

   万全を期すように話をしてください。 

 

甚野委員 

   よろしくお願いします。 

 

奥教育長 

他にございませんか。 

 

無いようですので、本日の委員会に付議されました議題はすべて終了いたしました。 

次回の８月の定例教育委員会議は令和６年８月８日木曜日、午後２時から、市役所４階 庁議室

で開催いたします。 

   それではこれをもって本日の会議は終了いたします。 

   

（午後２時４０分閉会） 

 


